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　（目的）

　　サイロキシン結合グロブリン（TBG）のサイロキシン

　（U）による飽和度を閥接的に示すTl摂取率を測定す

　る方法として、トリヨードサイロニン（Ts）の抗体を

　TBGに結合しないT」の吸着物質として用い、これを測

　定チユーブに固相化した方法（SPAC　TJUptakθ

　Kit）が開発された。この方法によるTs　Uptake

　Indexの有用性について検討した。

　（方法）

　　SPAC　TJUptake　Kitに用いたTエ抗体のT3結合

　能、検体内に存在するT3の影響、再現性、インキユベ

　ーシヨン時間につき検討し、あわせて、甲状腺疾患、

　妊婦、肝、腎疾患患者のT3　Uptakθエndexを測定

　し、従来の方法によるTs摂取率と比較した。

　（対象）

　　正常者61例を含む218例を対象とした。
　（結果）

　　測定チユーブにTヨを添加し、TBG　freeの状態で

　インキユベートし、T3抗体とtZSI　T3の結合を観察し

　たoB／T％はTsが0では、52．2％、10ms／㎡で
　は31．6％、20rg／冠では50．5％、50「θ／㎡

　では30．1％であつた。また、プール人血清にT3を添

　加し、血中T3レベルのT3　Uptake　Indexに対する

　影響を観察した。T3が0では1．04、1．25ns／ntで
　1．05、25ηS／㎡で1．06、5η9！／ntで1．06、

　10ng／ピで1．06となつたoインキユベーション

　時間が15から60分の聞で安定したT3　Uptake
　Indexが得られた。再現笹には良好であつた。

　　正常者のT3　Uptake　lndexの平均（土SE）は、

　O．99土0．01で、正常範囲は0．80から1．20であ
　つた。甲状腺機能充進症では1．00土0．05、低下症

　では080士O．07、妊婦では0．88土0．05であつ
　た。レゾマツトTlとは負の、トリオソルプ値、血清T4

　値とは正のそれぞれ推計学的に有意の相関関係を認め

　た。
　　（結論）

本法は、T3摂敢率測定法としてすぐれた方法である。
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　目的）In▽itrO甲状腺機能検査の端緒をなした
HamOユskyにょるt51エーT5赤血球摂取率測定はその後大

いに改良された。TracerのTsとTBGの反応後のTBG
未結合のTracer　Tsを吸着分離するものとして、レジン

スポンジ、レジンストIJツプ、レジンカラム、レジン沈殿が使

用されている。今度、Traeerに1251－Tsを用い、未結

合Tsの吸着にはtubθ内壁に固相化したTs抗体を用い

ているSpec　T5　uptake　kitを入手する機会を得たので

基礎的、臨床的検討を加え報告する。

　方法並びに結果）①エncubation時間の影響：2　Ot［〉．

30分、45分、60分、90分とincubateすると、時間

とともに機能尤進症血清では著しく低値を示し、機能

低下症血清ではやや高値を示した。Incubation時間は

指定の50±15分を厳守する必要がある。②工n　cuba－

tion温度の影響：19て2ぺ30°、37°cでそれぞれin－

cubateすると、温度上昇と共に機能充進症血清ではや

や低値を、機能低下症では高値を示した。温度も又、

指定の温度を厳守する必要がある。③採取血清量の影

響：指定の25μ4の倍量のSOμ4で行うと、Bcund　％は

減るが、ほぼ25μεと同じ値が得られた。④洗浄の影

響：反応終了時（a）反応液を吸引除去するのみ、（b）蒸溜

水2㎡を添加後吸引除去する、（c）さらにもう一度蒸溜

水2m⑫を添加ff吸引除去する。これら（a）（bXc）で洗浄の

影響をみると（a）では機能尤進症血清が幾分低値を、機

能低下症血清が高値を示し、両者の差が少ないが、（c）

の場合、両者の差は最大となる。⑤再現性：T5uptake

26．8％、45．1％、51．9％、54．9％の各血清における10回

の同時再現性をみると、変動係数C．Vは平均5．25％、

又6回の日差再現性をみると、C．Vは5．42％であったb

⑧疾患別のTs　uptake：本院職員よりなる男子ICuthy一

roid（20例）4a．1±26％、女子Iltathyroid（13例）40．4

±2．9％、正常妊婦（14例）29．4±25％、未治療の耳ypeト

thyroid（19例）57．7±4．4％、治療中のIlype　rtinyro　id

（16例）52」±8．1％、未治療Hyp（）thyTo　id（3例）30．8±

2．4％、加療中の取pot晦roid（4例）52．0±6．5％、慢性甲

状腺炎（5例）59．8±2．3％、単純性甲状腺腫（4例）4Z7

±0．7％、結節性甲状腺腫（15例）422±5．6％、甲状腺癌

（2例）、の平均値41、0％であった。⑦Resonnt　Ts　kit

によるTBC一工ndexとの相関は相関係数r＝－0．956

（n＝85）で、自動化固相法のkoncul　Ts　uptake　kit

によるT5　uptakeとの相関はr＝0．979（n＝50）であ

ったo
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